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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月26日(2018.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて受信機（ＵＥ）が動作する方法であって、
　リオーダリングタイマーを開始する段階と、
　前記リオーダリングタイマーの新しい値が再設定された時、前記リオーダリングタイマ
ーを停止する段階と、
　前記リオーダリングタイマーに関連する第１状態変数の値を、前記リオーダリングタイ
マーと関連したリオーダリングウィンドウで受信することが予想される次のサービスデー
タユニット（ＳＤＵ）の第１カウント値を示す第２状態変数の値に設定する段階とを含む
、方法。
【請求項２】
　第２カウント値のアウトオブオーダープロトコールデータユニット（ＰＤＵ）が低位層
で受信された時、前記リオーダリングタイマーが開始する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２カウント値のアウトオブオーダーＰＤＵが前記低位層から受信された時、前記
第２状態変数は、前記第２カウント値+１に更新される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１状態変数は前記リオーダリングタイマーをトリガーしたＰＤＵと関連したカウ
ント値に続くカウントの値である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記新しい値が前記リオーダリングタイマーに利用されることを示すメッセージを受信
する段階をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記新しい値で前記リオーダリングタイマーを再開する段階をさらに含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
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　前記リオーダリングタイマーは、
　前記リオーダリングタイマーと関連したリオーダリングバッファに格納された複数のＳ
ＤＵのカウント値の中の最も大きいカウント値でＳＤＵに対する前記新しい値で再開する
、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記リオーダリングタイマーはパケットデータコンバージェンスプロトコール（ＰＤＣ
Ｐ）エンティティに設定される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システムで動作する受信機（ＵＥ）であって、
　無線周波数（ＲＦ）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールと動作的に結合するプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　リオーダリングタイマーを開始し、
　前記リオーダリングタイマーの新しい値が再設定された時、前記リオーダリングタイマ
ーを停止し、
　前記リオーダリングタイマーに関連する第１状態変数の値を、前記リオーダリングタイ
マーと関連したリオーダリングウィンドウで受信することが予想される次のサービスデー
タユニット（ＳＤＵ）の第１カウント値を示す第２状態変数の値に設定するように構成さ
れた、受信機（ＵＥ）。
【請求項１０】
　第２カウント値のアウトオブオーダープロトコールデータユニット（ＰＤＵ）が低位層
で受信された時、前記リオーダリングタイマーが開始する、請求項９に記載の受信機（Ｕ
Ｅ）。
【請求項１１】
　前記第２カウント値のアウトオブオーダーＰＤＵが前記低位層から受信された時、前記
第２状態変数は、前記第２カウント値+１に更新される、請求項１０に記載の受信機（Ｕ
Ｅ）。
【請求項１２】
　前記第１状態変数は前記リオーダリングタイマーをトリガーしたＰＤＵと関連したカウ
ント値に続くカウントの値である、請求項９に記載の受信機（ＵＥ）。
【請求項１３】
　前記新しい値が前記リオーダリングタイマーに利用されることを示すメッセージを受信
する段階をさらに含む、請求項９に記載の受信機（ＵＥ）。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記新しい値で前記リオーダリングタイマーを再開する用に構成さ
れた、請求項９に記載の受信機（ＵＥ）。
【請求項１５】
　前記リオーダリングタイマーは、
　前記リオーダリングタイマーと関連したリオーダリングバッファに格納された複数のＳ
ＤＵのカウント値の中の最も大きいカウント値でＳＤＵに対する前記新しい値で再開する
、請求項１４に記載の受信機（ＵＥ）。
【請求項１６】
　前記リオーダリングタイマーはパケットデータコンバージェンスプロトコール（ＰＤＣ
Ｐ）エンティティに設定される、請求項９に記載の受信機（ＵＥ）。
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